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はじめに
プレシオジテは，中世から現代に至るフランス文学の中に普逼的に見ら
れる文学的・社会的現象であるといわれる。 R.プレは，プレシオジテの起
源について， 「それ（プレシオジテ）は，従って，恋の駆け引きから生ま
れる。恋をする男性 (l'amant)は好きな女性 (sabelle)に称賛の言葉を
述べたいと思う。その言葉はなるほどその女性にふさわしいものであるが，
さらに，その男性にも，彼の豊かな想像力や繊細な知性にもふさわしいも
のである。心は少しもかき乱されていない。オ気 (!'esprit)は自由に振る
舞う。気に入られるためには目立たなければならない。プレシオジテは宮
廷風恋愛の女中 (laservante de !'amour courtois) となる。」 1)と述べ，
既に中世から宮廷における人間関係の中にプレシオジテの生まれる要因が
あったことを明らかにしている。その後，宮廷風恋愛における男女の関係
は， 17世紀になって，文学サロンで交際する詩人とその作品を聴く貴婦人
との関係へ移行すると考えられる。 R.プレは， 17世紀のプレシオジテを
「関係（または交際）のプレシオジテ」 (la preciosite de relation) と呼
び，次のように説明する。
それ（関係のプレシオジテ）は，社交界の人間関係，ある交際社会の
存在 (!'existenced'une societe)に基づいている。それは宮廷あるい
はサロンの外では理解できない。それは孤独な性質のものではなく，
公に開かれている。関係のプレシオジテが生まれるには，一組の男女，
つまり歌う詩人とそれを聴く貴婦人がいても十分ではなく，第三者の
称賛を必要とする。賛辞によって培われる虚栄心を前提とするからで
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ある。それは，中世の騎乗槍試合における手柄 (prouesse)のような
ものである。そこには審判者 (desarbitres) と見物人が必要なのであ
る。もし，詩人が目立とうとするならば，彼の周囲に 1つの集団があ
ることが必要で，詩人はその集団から遠ざかって優位を占める。 2)
17世紀のプレシオジテは，1654年に「オ女」 (la precieuse) と呼ばれる女
性たちが出現し，サロンや閲房 (laruelle)が上流階級の人々の社交の場
として賑わうにつれて，大いに発展するが，一方で，この風潮に対する批
判が当時の人々の間に沸き起こる。モリエールやソメーズの作品に見られ
るように，滑稽なオ女たちの欠点と癖が， 「滑稽なプレシオジテ」の特徴
として人々に認識されたのである。
この点について， R.ラチュイエールは，当時の人々がオ女たちの「滑稽
さ」を理由にプレシオジテの意義を過小評価してしまったことに異議を唱
ぇ，この風潮を次のように擁護する。
しかし，同時代の人々は，言葉の歪曲 (lacorruption de la langue)• 
物腰の気取り (!'affectationdes manieres) ・恋愛の拒絶といった 3
つの主要な告訴箇条に基づいて，自分たちの不満をオ女たちに集中さ
せることにより，ピュール神父を除けば，多くの場合，プレシオジテ
を一時的に流行した上流気取り (snobisme)のようなものとしてし
か理解しなかった。プレシオジテを客観的に考えるだけの時間的距離
が取れないために，彼らはその重要性に気づかず，その風潮が生み出
す様々な結果を評価することもなかった。彼らは，プレシオジテを滑
稽なプレシオジテと同一視し，《precieux〉という語にすぐさま軽蔑的
な意味を与えることで，プレシオジテを派閥間の対立の問題に帰した。
［…］現実には，プレシオジテはずっと複雑な様相を呈していた。そ
れは，一般に特徴と見倣されるあの皮相的で軽薄な風潮ではない。 3)
17世紀の女性の典型として現れた「オ女」は，実に様々な興味深い問題を
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提起し，当時の社会に少なからぬ影響を及ぼした。しかし，プレシオジテ
を評価する場合と同様に， 「オ女」を公平な視点に立って客観的に評価す
ることは決して容易なことではない。なぜなら， 「オ女」を諷刺した文学
作品に登場する「滑稽なオ女」とは対照的に，その真実の姿は依然として
謎に包まれているからである。そこで，本論では，才女たちの功罪という
主題に取り組む前の段階として，プレシオジテの記録とされるビュール神
父，モリエール，ソメーズの作品を中心に，そこに描かれている「オ女」と
いう女性像を考察したい。
I. 滑稽なプレシオジテ
P. ベニシューは「滑稽なプレシオジテ」を次のように定義する。
滑稽なプレシオジテは，どんな諷刺とも切り離すことのできない真実
味に欠けた事柄 (lesinvraisemblances) と誇張を一旦排除すれば，も
はや広く多くの人々に非難される欠点の集まりのようにしか見えな
い。また，その欠点は，楽しみ (l'agreable), 華やかさ (lebrillant) , 
美しさ (lebeau) , 巧みさ (l'ingenieux)の追求という全ての人に共
通の習慣を誇張するばかりで，それだけに誰も自分にそのような欠点
があると認めようとしない。滑稽なプレシオジテは，さらに，文学と
知性一般を過大に評価することであると定義され，その評価は人生の
様々な価値を歪めるのである。 4)
このように，プレシオジテが滑稽な風潮として当時の人々に認識された背
景には， 「真のオ女」を模倣する「似非才女」を数多く生み出す社会的原
因となった「プレシューな流行」があると考えられる。モリエールとソ
メーズはこの流行をどのように描いているのだろうか。まず， 『オ女気取
り』 (Les Precieuses ridicules, 1659)を見てみよう。
プレシューな空気 (l'airprecieux)はパリを汚染しただけでなく地
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方にまで広がりました。そして，あの滑稽な気取ったお嬢様たち (nos
donzelles ridicules)はその空気をたっぷりと吸い込んでしまったわ
けです。 5)
次に，ソメーズの『オ女裁判』 (Le Proces des Pr-ecieuses, 1660)である。
6年前から世間の人々 (lemonde)はオ女たちの話をしています。他
の噂は何も聞きません。その「オ女」という言葉は地方で大流行して
います。 6)
モリエールが「伝染病」に例えているように， 「プレシューな流行」は，
プレシオジテの発祥地であるパリから地方へ波及していく。ソメーズもこ
の流行に着目し， 『オ女裁判』の中で，地方に蔓延するこの風潮に危機感
を抱き，パリのオ女たちと法廷で対決する地方貴族を滑稽に描くことに
よって， 「パリ」対「地方」， 「オ女」対「田舎者」という対立の図式を
明らかにする。
さて， 「真のオ女」を悪く模倣する「似非才女」の出現は，一体何を意
味するのだろうか。 『オ女裁判』に興味深い台詞がある。ソメーズは，こ
の作品の中で「オ女」が姿を隠したがる理由を明らかにしている。パリの
才女たちを訴えるために上京した地方貴族のリベルクール (Ribercour)
は，同行した下僕に次のようにいう。
才女たちがみんな身を隠したがるからである。自分たちのことで人に
何か知られることを全く望まない。また，才女たちの中で最も偉大な
女性たちは，自分はそのようなオ女ではないというのである。 7)
「偉大な女性たち」は「オ女」と呼ばれることを不名誉に思っている。
また， 17世紀の女性たちを擁護したデカルト主義者であるプーラン・ド・
ラ・バールは， 『両性平等論』 (De !'egalite des deux sexes, 1673)の中
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で「オ女」に少し言及している。
女性の持っている全ての知識はただ針仕事に限られている。鏡は偉大
な先生であり，意見を伺う神託である。舞踏会，喜劇，ファッション
は女性の話題である。女性はサークルを有名なアカデミーのように考
えて，そこへ女性に関するあらゆる噂を尋ねに行く。そして，もし，
何人かの女性が，精神の幅を広げるために理解に苦しむようないくつ
かの本を読んで，多くの人々から抜きんでることがあれば，彼女たち
はそのことをしばしば隠さざるを得ない。つまり，彼女たちの仲間の
大部分は，嫉妬か他のことにかられて，彼女たちがオ女として振る舞
おうとすることを必ず咎めるのである。 8)
彼の証言によれば，周囲の人々の嫉妬と非難を免れるために， 「オ女」は
自分の才能を誇示するような目立った行動を控えていたようである。 「オ
女」は人々の注目を集めると同時に，疎まれる存在だったのである。
さらに，福井芳男は， 17世紀に「オ女」と呼ばれていた女性たちを特定
するための資料が乏しい理由として， Ch.ソレルの次の文章を引用してい
る。
人々はオ女たちのことを，あたかも会話 (discours)や行動様式にお
いて他の人々よりも有能な女性として振る舞う新しい種類の女や娘で
あるかのように噂してきた。しかし，我々は一度もオ女であることを
認めようとしたいかなる女性にも会ったことがない。また，若干の女
性たちはオ女たちに特有のものと思われている習慣をよく守っている
けれども，彼女たちは人々から非難されるので身を隠したままだっ
た。 9)
パリのオ女たちを模倣する「滑稽なオ女」の出現は， 「オ女」という語に
本来の意味とはかけ離れた軽蔑的な意味をもたらすことになる。その結果，
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「真のオ女」が周囲の人々の嫉妬，非難，嘲笑を恐れて姿を隠してしまい，
謎に包まれた存在となる。一方で，おかしな欠点や癖を周囲に見せびらか
す「似非才女」は， 「滑稽なプレシオジテ」の象徴として同時代の人々の
目に映ったと考えられよう。次に， 「プレシューな流行」が一時的なもの
であったとはいえ， 17世紀の女性たちに影響を与えた「オ女」の姿を，文
学作品の中で考察したい。
I. 「オ女」とはどのような女性か
才女たちの人名事典である，ソメーズの『プレシューズ大辞典』 (Le 
Grand Dictionnaire des Precieuses .. , 1661)の序文で，ソメーズの友
人とされる人物が， 「オ女」という女性を理解するには4種類の女性しか
存在しないことを知る必要があると述べている。これについて， R.ブレは，
ソメーズによる女性の4種類の区別として次のように整理している。すな
わち， 「愚かで無知な女」 Oes ignorantes bHes) , 「オ気走った無知な
女」 (les ignorantes spirituelles) , 「優美な（粋な）オ女」 (les 
precieuses galantes) , そして「真のオ女」 (les vraies precieuses)であ
る。その序文には， 「真のオ女」について次のように記されている。
4番目の女性は，自然が与えてくれたオ気 (!'esprit)に常に磨きをか
け，あらゆる種類の学問に熱中したことによって，彼女たちの時代の
最も偉大な作家たちと同じくらい博識になり，詩や散文を書くことも，
いくつかの美しい言語を話すことも身につけた女性たちである。 JO)
R. ブレは，これらの女性の分類に基づいてプレシオジテを次のように説明
する。
従って，プレシオジテの対極には無知 (!'ignorance)がある。プレシ
オジテは教養の中にあるからである。その教養は小説と詩を読むこと
によって身につくが，社交界の交際によっても得られる。教養は精神
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の生み出す作品を評価する能力をもたらすのである。従って，教養と
はまさに卓越である。ソメーズが優美なオ女と真のオ女との間に定め
る境界は表面的なものである。つまり，前者は他方が生まれつき持っ
ているものを獲得するために努力するからだといえよう。 11)
ここでは， 「オ女」は，教養とオ気を具えている優れた女性として，最高
の位に位置付けられている。ところが， 「オ女」に対するソメーズの見方
を疑問視する意見もある。福井芳男は，ソメーズの考えている「オ女」と
は， 1660年頃の上流社会の全ての女性，サロンを開いたり，閾房に足繁く
通う全ての女性であると指摘した上で，上流社会の全ての女性に「オ女」
という語を当てはめるために，ソメーズはその言葉の意味を自分勝手に解
釈したのではないかと述べている。12lJ.-M.プルは，当時の作家たちでさえ
「オ女」の真実の姿を把握することが困難だったという。
作家たちがオ女を描くという困難な仕事に取り組んだ途端に，才女を
満足のいくように忠実に描写することは不可能であることがすぐに明
らかとなった。演劇では，滑稽な誇張がすぐさま優位を占めた。モリ
エールの「オ女たち」は自分たちのあるがままの姿をさらけ出してい
る。つまり， 「滑稽」なのである。ソメーズも〔…〕，喜劇の題名が謳っ
ているほど，モリエール以上に真実に到達しなかったようである。オ
女は，その奇妙な隠語と，怒ったような身振りの故に，舞台の上では
諷刺の段階を乗り越えることがなかった〔…〕 13) 
それでは，ピュール神父は「オ女」をどのように観察していたのだろう
か。そこで，自ら閾房の常連客となってオ女たちの社交生活を記録した風
俗小説『オ女，または闇房の秘密』 (La Precieuse ou le Mystere des 
Ruelles, 1656-1658)の中で，神父が「オ女」を描写している箇所をいく
つか見てみよう。登場人物のアガトント (Agathonte)は，「オ女」につい
て次のように語る。
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かくして，人々は今日，他の一般の人々に具わっている平凡な価値か
ら抜け出ることのできた，全く独自の性質と地位を獲得した若干の女
性たちをオ女と呼んでいます。 14)
さらに，神父は，プレシューな比喩を巧みに用いながら， 「オ女」という
女性像を描こうとする。次の2つの比喩を見てみよう。まず，ジェナーム
(Gename)は， 「オ女」と社交の場である闇房との関係を「真珠」の比喩
を用いて次のように表現する。
〔…〕真珠が東方からやって来るように，また，牡蠣が天の露を用い
て美しく育むことによって，真珠が貝殻の中に形作られるように，才
女は，天が彼女たちの魂の中に注ぎ込んだ最高の賜物を育むことに
よって，閾房の中に形作られるのです。 15)
ここでは，閾房の中にいる「オ女」が，光り輝く存在として，貝殻の中の
真珠に例えられている。この比喩は，閾房の中にいると誰でも自然に「オ
女」になれるのではなく，そうなるためには，自分の才能に磨きをかけ，
洗練されたものに完成する努力を必要とすることを意味していると思われ
る。 R.プレは，ソメーズの見解を借用しながら， 「プレシオジテは常に努
力を前提とする。」と述べている。
次に，神父は，「オ女」と呼ばれる女性の本質として，その人間的な「価
値」 (le prix)に着目し，〈precieuse》の語源的な意味を明らかにする。
作品の中で，ある貴婦人が次のように語る。
才女は，判断する時も，称賛する時も，あるいは非難する時も，あら
ゆるものに特別な価値を与えるということです。例えば，最も平凡で
陳腐な事柄があるとして，会話では品位に欠けるものであったり，ま
たは，少なくとも，せいぜいうわべしか好まれないものであったり，
それを読んだり聞いたりする者に軽いわずかな喜びしか与えないよう
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なものでも，才女がそのことを話すだけで，その価値が上がるような
ものです。オ女は，物事を高尚にして引き立たせる術に習熟している
のです。 16)
オ人 (leprecieux)のエリマント (Erimante)は，「オ女」を称賛するこ
の発言に対してある疑問を抱く。数字の「零」の比喩を用いて，彼は次の
ように質問する。
奥様，私たちは，もし，次のことを知らなければ， 「オ女」とお呼び
になるあの貴婦人たちのためにあなたが好意的におっしゃったことに
対して，何も付け加えることができません。つまり，才女たちは他に
与えるのと同じくらいの価値を持っているのか，才女たちには自分た
ちの評価するものに匹敵するだけの価値があるのか，他のものをあま
りにも評価し過ぎて，才女たちの価値はなくなってしまわないのか，
彼女たちはそれ自体で「オ女」なのか，それとも他人がいて「オ女」
となるのか，才女たちは，まるで，それ自体に全く価値はなもある
数と結び付く時にのみ価値を持つようになる数字の零のようなものな
のかということです。 17)
その貴婦人は，この質問に顔が赤くなるほど腹を立てるが，すぐ冷静さを
取り戻して返答する。エリマントはそのことを次のように報告する。
〔…〕太陽は光を失うことなく発散します，教養のある者 (les
habiles) とオ気に満ちた者 (lesspirituels)はオ気を用いても少しも
衰えません，命の根源は命を吹き込むことで少しも滅びません，また，
才女は，自分の価値を持っており，人はそのことを疑いませんが，〔…〕
価値のないものに時に無償で価値を与えてしまうことがありますと，
彼女はかなり熱っぽ<, しかも有能に私に答えて下さいました。 18)
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R. プレは，価値のないものまで評価の対象とするオ女たちの姿勢にプレシ
オジテの 1つの定義を見出し， 「プレシオジテは，極めて平凡な現実の事
柄を特異に表現することにある。」と述べている。
さて，このように観察され，描かれている「オ女」は，具体的にはどの
ような理想や価値観を持っていたのだろうか。ピュール神父は，閏房に集
まるオ女たちが同一の理想・価値観•生活信条を共有する 1 つの集合体を
形成していたことを明らかにしている。ジェナームは次のように報告する。
彼女たちの間には一種の信仰があり，ある種の誓いを立てているとい
うことです。その誓いは厳粛で破ることのできないものであり，彼女
たちが会話の最中に生涯にわたって守り続けると約束するものです。
これらの誓いは，誓いが立てられた時に込められた敬意と同様の信念
をもって守られるのです。 19)
ここに言及される「オ女」の5つの誓いとは， I. 「思考の緻密さ」 (la 
subtilite dans les pensees) , 2 • 「欲望を満たす上での手順」 (la me-
thode dans les desirs) , 3 • 「文体の純正」 (la purete du style) , 4 •
「街学者と田舎者に対する永遠の戦い」 (la guerre immortelle contre le 
pedant et le provincial) , 5 • 「有害な言葉の根絶」 (!'extirpation des 
mauvais mots)である。これらの誓いは，一般の女性と区別される「オ女」
の独自性を裏付ける根拠となるものであり， 「オ女」を理解する上で，ぃ
ずれもオ女たちを惹きつける主要な関心事として注目に値するものばかり
である。さらに，才女たちが熱心に議論した重要な主題として， 「恋愛の
純化」を付け加えたい。
m. 恋愛の純化
そもそも，才女たちが， 「プレシューな流行」を巻き起こすほど，当時
の女性たちの支持を得たのはなぜだろうか。その理由の 1つは，彼女たち
が女性の視点から新しい理想と価値観を他の女性たちに提供したことにあ
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る。さらに，ピュール神父が小説の中に興味深く克明に記録しているよう
に，女性にとって切実な問題である「恋愛」と「結婚」について， 17世紀
に生きた多くの女性たちの共感を得られるような数々の提案をしたこと
も，その理由として考えられよう。伊地智均は，才女たちの掲げる恋愛の
理想について次のように説明する。
これらの女性たちは，自分たちの人格，感情，態度・振る舞いなど，
自分たちに関るすべてのことがらに，普通・凡庸とはかけ離れた卓越
性を刻印しようとしていた。そして，恋愛という場が，このような姿
勢が顕著に発揮される舞台となった。彼女たちはそこに，女性の優位
性，女性解放の考えが強く反映されることを願ったのである。つまり，
彼女たちは愛が粗暴な性的快楽や，また利己主義に基づく征服である
ことを拒否した。なぜなら，それは女性を事物としての単なる性の対
象の位置に貶めるからである。彼女たちは女性に人間としての尊厳を
認めるよう求め，恋愛を動物的本能，俗悪粗野の卑猥な衝動から解放
し，恋愛を崇高にし，精神化すること (laspiritualisation de l'amour) 
を主張した。しかし，このことは，当時の現実に異議を唱えることを
意味した。 20)
このように， 「恋愛の純化」を目指すオ女たちの思想には，スキュデリー
嬢の恋愛観が色濃く反映している。福井芳男は，彼女の及ぼした影響につ
いて， 「肉体的な愛 (l'amourphysique)や結婚に対するあの戦い，そし
て，異性間の「友愛の情J《l'amitietendre》 （マドレーヌ・ド・スキュデ
リーが心の結び付きに与えた名）の称揚は，才女たちを支配する特色の 1
つであり，このことにより，才女たちはスキュデリー嬢と最も深く結び付
くようになる。オ女たちがスキュデリー嬢からこの恋愛観を取り入れたと
いう方が正しいだろう。」 21)と述べ，恋愛観における両者の密接な関係を指
摘している。また，オ女たちは， 「恋愛の純化」を目指しただけでなく，
恋愛の心理分析にも取り組んだ。 17世紀の中頃には，恋愛の経過を詳細に
156 
分析し，恋愛が成就するまで男性に要求される心の性質や恋愛に必要な手
続きなどを旅の宿駅に例えて，地理的な描写を施した寓意 (lesallegories) 
が流行する。スキュデリー嬢の小説『クレリー』 (Clelie, 1654-1660)の
中に収録されている「愛の地図」 (la Carte de Tendre)は，その代表例
である。ここで，この地図を概観しよう。
恋をする男性 (l'amant)は，出発点の「新しい友情」 (Nouvelle 
-Amitie)から到着点の「感謝に基づく愛」 (Tendre-sur-Reconnais-
sance) ・「愛情に基づく愛」 (Tendre-sur-Inclination) ・「敬意に基づ
く愛」 (Tendre-sur-Estime)のいずれかの町を目指す。 「愛情に基づく
愛」へは， 「新しい友情」から王国を縦断して流れる「愛情の川」
(Riviere d'lnclination)を下れば簡単に到達できる。残りの 2つの目的地
に到達するためには，途中にある多くの中継地を通過する必要がある。「感
謝に基づく愛」に向かう時は， 「親切」 (Complaisance) ・「従順」
(Soumission) ・「ささやかな心遣い」 (Petits-Soins) ・「熱心」 (As-
siduite) ・「慇懃」 (Empressement) ・「大いなる奉仕」 (Grands-Ser-
vices)・「涙もろさ」 (Sensibilite)・「優しさJ(Tendresse)・「服従」
(Obeissance)・「不変の友情」 (Constante-Ami tie)の町を，「敬意に基
づく愛」に向かう時は， 「偉大な精神」 (Grand-Esprit) ・「美しい詩」
(J olis-Vers) ・「優美な手紙」 (Billet-Galant) ・「恋文」 (Billet 
-Doux) ・「誠実」 (Sincerite) ・「偉大な心」 (Grand-Coeur) ・「廉
直」 (Probite) ・「高潔」 (Generosite) ・「几帳面」 (Exactitude)・ 
「尊敬」 (Respect)・「善意」 (Bonte)の町を通過することになる。しか
し， 「新しい友情」を出発する時に方向を誤ると，思わぬ所に辿り着く恐
れがある。 「不謹慎」 (Indiscretion) ・「不実」 (Perfidie) ・「誹謗」
(Medisance)・「悪意」 (Mechancete)を経て西に進むと，王国の西側に
位置する「敵意の海」 (Mer d'lnimitie)へ，また， 「ぞんざい」 (Negli-
gence) ・「移り気」 (Inegalite) ・「冷淡」 (Tiedeur) ・「軽薄」
(Legerete) ・「忘却」 (Oubli)を経て北に進むと，王国の東側に位置す
る「無関心の湖」 (Lac d'lndifference)に陥るのである。仮に，いずれか
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の「愛」の町に無事に到達しても， 3つの町のそばを流れる川は 1カ所で
合流して「危険な海」 (Mer Dangereuse)に注いでいるため，恋をする
男性は常に安心できない。その「危険な海」を隔てた北側には，さらに「見
知らぬ土地」 (Terres Inconnues)が存在する。 22)
このように，恋をする男性が友情を愛へと発展させる段階では，途中の
中継地に象徴される恋愛上の様々な障害を克服することが要求される。こ
れは， 「プレシューな恋愛」が一定の手順を事細かに踏まなければ成就し
ないことを意味する。従って， 「プレシューな恋愛」は，男性に対して時
間と忍耐力と忠誠心を要求するのである。
ところで，才女たちによる恋愛の心理分析について，大変興味深い指摘
がある。伊地智均は，コルネイユの初期の喜劇作品，とりわけ『裁判所廊
下』 (La Galerie du Palais, 1632-1633)における恋愛を考察し，登場人
物のリザンドル (Lysandre)の台詞の中に，既に「オ女」による恋愛の心
理分析と同様のものが展開されていることを指摘している。続いて， 「オ
女」の恋愛論とコルネイユの恋愛論を比較し，次のような2つの類似点を
挙げる。すなわち，第一に，生物発生学のマニュアルのように，恋愛の生
成を分析的・段階的方法で説明していること，第二に，恋愛感情の女性化
というべき現象を通して，洗練，繊細，優雅さを追求していることである。
彼はまた，『裁判所廊下』と，その作品よりおよそ20年後に書かれたスキュ
デリー嬢の『クレリー』のテキストを比較し，次のように述べている。
今さら，これら二つのテキストの類似性，その用語の親近性について
ことばを費やす必要はないであろう。時代が平和になるにつれて，恋
愛は優雅な感情になったのである。とはいえ， 1630年代に初演された
コルネイユの初期喜劇の中に，スキュデリー嬢らプレシュウズたちの
恋愛観，結婚観に類似した考えがすでにみられるのは，それだけで実
に驚くべきことであるといわねばならない。 23)
この指摘は， 「恋愛の心理分析」は「オ女」に特有のプレシューな傾向で
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あるという固定観念を打ち破り，その傾向は17世紀の上流社会の人々に広
く共有されるものであったことを明らかにしている。従って， 「プレシオ
ジテ」も， 17世紀中期に出現した「オ女」に象徴される，束の間の流行を
意味するだけではないと考えられる。中世から17世紀まで続く， 「精神の
卓越」を追求する一貫した風潮として，プレシオジテは新たな興味深い問
題を提起しているといえよう。
おわりに
17世紀のプレシオジテは， 1654年の「オ女」の出現によって新たな局面
を迎える。 「プレシューな流行」は，パリのオ女たちを模倣する「滑稽な
才女」を生み出し，この風潮の堕落を招いたかに見える。つまり，本来，
貴族的な風潮であるプレシオジテの「大衆化」である。しかし，悪い面ば
かりではない。この社会的現象は，言い換えれば， 1 7世紀の女性たちに
「オ女」の理想と価値観が共有されていく過程ではないかと考えられるか
らである。 M.マジャンディも， 「本物のオ女と偽物のオ女との区別を細部
にわたって推し進めることは不可能である。〔…〕彼女たちの間には程度の
違いがあるのであって，性質の違いはない。彼女たちの原則は同じもので
あり，より正確にいえば，偽物のオ女は，本物のオ女が自然にやすやすと
行うことを自発的に規則に従って行うのである。［…］しかし，全てのオ女
は下品 (lagrossi~rete) と野卑 (la trivialite)に対してあらゆる面から
戦うことを望んだ。全てのオ女が優雅 (l'elegance) と卓越 (la distinc-
tion)を追求した。そして，偽物のオ女は，簡単に感情を害されたふりをし
たり，要求の多い態度を示すことによって，他のオ女よりも恐らく，洗練
された風俗 (lesmoeurs polies)の発展に貢献しただろう。」 24)と指摘し
ているように， 「本物」も「偽物」も，精神の卓越を追求するという意味
では，同じ原則と理想を掲げていたといえるのである。
（本学非常勤講師）
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